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序 文

愛媛県立医療技術短期大学は，保健医療福祉分野にお
いて貢献しうる人材を育成することを目的とし，四国で
初めての公立医療系短期大学として昭和 年に開学し，
平成 年 月をもって閉学を迎えた。
開学当時，看護系大学は 校程度であったが，その後
看護を取り巻く環境は医療の高度化・複雑化，社会の
ニーズの変化などが激変し，平成に入ると看護の大学教
育が本格化し，平成 年には大学は 校を超えるまで
になり，それに伴い短期大学は大学へと移行し，学校数
も減少してきている状況にある。
このような高度化・複雑化が進む医療現場における看
護ケアの広がりと看護の質向上を目的とし，専門看護
師・認定看護師の資格制度が平成 年から発足し，平成
年 月現在，専門看護師 名，認定看護師 名 ）

と年々増加してきている。
また，日本において増加の一途をたどっている糖尿病
患者に対して，熟練した療養指導を行うことのできる糖
尿病療養指導士の資格が平成 年度より，また高齢化に
対応して平成 年に介護保険制度がスタートし，ケアマ
ネージャー（介護支援専門員）の資格もできた。これら
の資格は，医療従事者である一定の条件が満たされてい
れば取得できるものであり，看護職もこれらの資格を取
得し，活躍の場を広げている者が増えてきている。看護
職者は，このように専門職人としてのキャリア形成に向
けて努力しており，今後もますます個々人のキャリアを
形成していく者が増加していくであろう。
同短期大学の卒業生の動向については，平成 年に平
成元年度から平成 年度の卒業・修了生 名を対象に
した 卒業生・修了生の実態調査報告書─卒後教育の充

実と大学教育発展の手がかりを求めて─ ）と題して発
表されている。次いで，平成 年に平成 ・ 年度の卒
業生とその上司を対象にした 卒業生の臨床実践能力─
卒業後 年間の変化─ ）と題して発表されており，卒
業生の就業状況や臨床実践能力および職業キャリア形成
について報告してきたが，全卒業生を対象とした調査は
行われていない。
そこで，今回閉学を迎えたのを機に，卒業生の職業定
着状況や職歴移動，職業意識を明らかにするとともに，
卒業生が愛媛県立医療技術大学に対して期待しているこ
とを明らかにすることを目的として調査を行った。第
報では，卒業生の就業定着状況や職歴移動，職業意識に
関する調査結果を報告した ）。第 報として，卒業後の
進学・資格取得状況や本学に対するニーズについての調
査結果を報告する。

研 究 目 的

愛媛県立医療技術短期大学第一および第二看護学科卒
業生の進学状況と卒業後の資格取得状況，本学に対する
要望について調査を行うことにより，卒業生のキャリア
形成の実態を把握し，キャリア形成にかかわる本学への
期待を明らかにすることを目的とする。

研 究 方 法

．研究対象 愛媛県立医療技術短期大学看護学科
卒業生 名
（内訳） 第一看護学科卒業生 名

第二看護学科卒業生 名
．調査期間 平成 年 月 日 月 日
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．調査方法 郵送留め置き法による自記式質問紙調査
．調査内容

基本属性 年齢 学科 卒業年 出身地（県内 県外）
職業定着 現職の有無・勤務場所・離職理由・再
就職意志
職務満足 業務・自律・環境・人間関係・給料へ
の満足
キャリア形成 卒業後の取得資格，研究活動，自
己研鑽
本学への要望 相談支援，学内施設の開放など本
学へ要望することについて 項目を設定し，選択肢
は大変思うから全く思わないまで 択とした。

．倫理的配慮 プライバシーを保護するために無記名
とし，依頼文において本研究の趣旨と目的を記載した。
また研究への参加は自由であること，調査内容は研究
目的以外には使用しないこと，個人の特定はしないこ
と，調査用紙は研究終了と同時に破棄すること，研究
協力に同意される場合に調査表を郵送してほしいこと
を説明した。学科・卒業年と性・年齢の記載によって
個人が特定されることのないよう取扱いに注意し，個
別解析は行わず，調査表は研究終了と同時に裁断廃棄
によって処理し，倫理的配慮につとめた。
．関係者協力 卒業生への配布は，愛媛県立医療技術
短期大学同窓会（木蓮会）および事務局に趣旨と目的
を説明し，同窓会からの依頼文書同封の上で登録住所
に調査票を郵送した。同窓会に現住所の登録がない卒
業生は大学事務局の協力によって，入学時の保護者の
現住所に調査票の郵送を依頼した。
．用語の定義 医療系分野 とは看護師・助産師・
保健師のいずれかの資格を活かして従事している職業
分野全般のことを言う。また，産休育児休暇中の場合
も就労に含めた。

結 果

．対象者の概要

卒業生 名のうち現住所に郵送できたのは 名
であった。回答数は （回収率 ％），有効回答は
であった。本報で分析対象とした 名を教育課程別に
みると，第一看護学科 名（ ％），第二看護学科
名（ ％）であった（表 ）。現在，医療系分野で勤務し
ている人は 名（ ％）であり，第一看護学科 名
（ ％），第二看護学科 名（ ％）であった。

．キャリア形成について

）卒業後の進学状況（表 ）
短大卒業後に， 名（ ％）が進学していた。

名の進学先は，保健師養成施設 名（ ％），大学の
看護課程 名（ ％），助産師養成施設 名（ ％）
の順で多く，進学者の ％を占めていた。また，大
学院へ進学した者は全て看護系大学院で 名（ ％）
であった。学科別の進学状況は，第一看護学科 名
中 名（ ％），第二看護学科 名中 名（ ％）
で，第一看護学科の進学率は第二看護学科の約 倍
であった。
年齢別では， ％から ％の進学率であり，年齢が
高くなるほど進学率が高くなる傾向があった。

表 対象の概要 人数（％）

人 数 歳 歳 歳 歳以上

第一看護学科 （ ）

第二看護学科 （ ）

合 計 （ ）（ ） （ ） （ ） （ ）

表 進学の状況
人数（％）

進学先 学科・年齢別
第一看護学科 第二看護学科 歳 歳 歳 歳

進

学

先

大学 看護課程

大学 看護課程以外

看護系大学院

保健師養成施設

助産師養成施設

保健師・助産師養成施設

その他

不 明

進学あり集計（％） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

進学なし集計 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

不 明 （ ） （ ）



）卒業後の資格取得状況
短大卒業後に 名（ ％）が何らかの資格を取得
していた。その内訳は，保健師・助産師・養護教諭な
ど進学して取得した資格とケアマネージャー，認定看
護師（救急看護・看護管理者・集中ケア・皮膚・排泄
ケア），糖尿病療養指導師など働きながら取得した資
格であった。学科別では第一看護学科 名中 名
（ ％），第二看護学科 名中 名（ ％）であっ
た。進学の有無別では，進学した 名のうち資格を
取得した者は 名（ ％），進学していない 名の
うち 名（ ％）が資格を取得していた。
複数の資格を取得したのは 名中 名（ ％）

で，資格取得者の ％を占めており，平均資格取得
数 ， つの資格を取得した者も 名いた。
取得した資格で多かったのは，保健師 名（ ％），
ケアマネージャー 名（ ％），助産師 名（ ％），
養護教諭 名（ ％），衛生管理者 名（ ％）など
であった。第一看護学科では保健師が，第二看護学科

ではケアマネージャーが最も多かった（表 ）。年齢別
では， 歳が ％と最も低く， 歳 ％，

歳 ％， 歳以上では ％を占め，年齢が
高くなるにつれて資格取得の割合が高くなっていた
（図 ）。

図 資格取得の状況（年齢別）

表 卒業後の資格取得状況（学科別）
人数（％）

資格の種類 学科
第一看護学科 第二看護学科 合 計

保健師 （ ） （ ） （ ）

ケアマネージャー （ ） （ ） （ ）

助産師 （ ） （ ） （ ）

養護教諭 （ ） （ ） （ ）

衛生管理者 （ ） （ ） （ ）

糖尿病療養指導士 （ ） （ ） （ ）

認定看護師 （ ） （ ） （ ）

その他 （ ） （ ） （ ）

）就業者の資格活用状況
卒業後に何らかの資格を取得した 名中 名

（ ％）が現在就業していた。取得した資格をどのよ
うに活用して働いているのかをみると，保健師の資格
を取得して現在就業している 名中 名（ ％）が保
健師， 名（ ％）が看護師として，助産師では 名
中 名（ ％）が助産師として勤務していた。また，
看護師の資格をベースに講習会などで認定資格が得ら
れる糖尿病療養指導士・認定看護師では， 名中 名
（ ％）が看護師として，ケアマネージャーでは，
名中 名が（ ％）が看護師として， 名（ ％）が
保健師として勤務していた。

）学会の所属状況について
何らかの学会（日本看護学会を除く）に所属している
者は 名中 名（ ％）で，第一看護学科 名中
名（ ％），第二看護学科 名中 名（ ％）であっ
た（表 ）。複数の学会に所属している者は 名中 名
（ ％）で，最大 つの学会に所属している者も 名
いた。学会に所属している者は， 人平均 の学会
に所属しており，学会の種類も看護系の学会にとどま
らず，医学系・保健系などで，学会の規模も国際・全
国規模から地方規模の学会まで，多種多様な学会に所
属している状況であった。所属している人数の多かっ
た学会は，日本看護研究学会 名，日本看護科学学会



名，日本助産学会 名であった。

）臨床での研究経験
短大卒業後に看護研究発表や論文を掲載した者は，
名中 名（ ％）であった。その内容は， 施設

内での発表 名（ ％）， 地方での発表 名
（ ％）， 全国での発表 名（ ％）で，発表の
場が地方・全国へと広がると半減していた（表 ）。
人あたりの発表平均回数は，施設内 回，地方での
発表 回よりも，全国での発表が 回と若干ではあ
るが多く，最も多く発表した者は 回であった。

また，論文発表をした者は 名（ ％）で，掲載論
文数は 編， 人当たりの平均掲載編数は 編，最

多 編を掲載した者もいた。論文発表した者は全員が
全国レベルで発表した経験のある者（全国発表者の

％）であった。
学科別では，第一看護学科 名中施設内 名

（ ％），地方 名（ ％），全国 名（ ％），第
二看護学科 名中施設内 名（ ％），地方 名
（ ％），全国（ ％）であった（表 ）。

約 ％は看護師として，約 ％が保健師として発表
しており，年齢別では， 歳 が約 ％と最も
多く， 歳 が最も少なく ％以下であった。

）学会等への主体的参加状況
学会等へ主体的に参加するかどうかを 段階で問う
たところ， 当てはまる 名（ ％）， やや当ては
まる 名（ ％）， あまり当てはまらない
名（ ％）， 当てはまらない 名（ ％）で，約
％の者が主体的に参加していると答えた（図 ）。

表 学会の所属状況 人数（％）

学会所属 学科
第一看護学科 第二看護学科 合 計

有り （ ） （ ） （ ）

なし （ ） （ ） （ ）

表 研究発表状況

人 数（％） 回 数 平 均（ ）

施設内 （ ％）

地 方 （ ％）

全 国 （ ％）

表 研究発表状況（学科別） 人数（％）

発表の場 学科
第一看護学科 第二看護学科 総計

施設内 （ ） （ ） （ ）

地方 （ ） （ ） （ ）

全国 （ ） （ ） （ ）

図 学会などへの主体的参加状況

）専門誌の購読状況
専門誌の購読状況は，定期購読している者 名中

名（ ％），時々購読している者 名（ ％），全
く購読していない者 名（ ％）で，約 ％が雑誌
を購読していた。また，学会に所属している者と研究
発表を行った者の ％以上は雑誌を購読しており，論
文の掲載がない者と学会に所属していない者の約 ％
は購読していなかった。

）今後取得したい資格等
今後，資格取得を考えている者は 名中 名

（ ％）で，第一看護学科 名中 名（ ％），第
二看護学科 名中 名（ ％）であった。希望する
資格として最も多いのは，ケアマネージャー 名
（ ％）で全体の ％を占め，次いで認定看護師
名（ ％）で全体の ％，保健師 名（ ％）で全
体の ％となっていた。続いて，専門看護師と糖尿



病療養指導士が 名（ ％），精神保健福祉士 名
（ ％），助産師 名（ ％），養護教諭 名（ ％），
認定看護管理者 名（ ％），その他 名（ ％）で
あった。 名が複数の資格の取得を予定しており，最
高 つの資格取得を予定している者もいた。
年齢別では， 歳以下が 名（ ％）と最も多く，
年齢が高くなるにつれ漸減傾向がみられたが， 歳以
上において再び資格の取得を目指す者が多くなってい
た（表 ）。
今後，進学を希望している者は 名中 名（ ％）
で，第一看護学科 名中 名（ ％），第二看護学
科 名中 名（ ％）であった。進学を希望している
名のうち，大学 名（ ％），修士課程 名

（ ％），博士課程 名（ ％），専攻科等 名
（ ％）であった（表 ）。進学希望先を，看護系・非
看護系で比較すると約 対 であった。

．卒業生の本学に対する期待とニーズ

質問項目中， 支援窓口の開設 ， 進路相談 ， 実践
活動の支援 ， リカレント教育 ， 学習会の開催 ， 看護
の情報発信 ， 公開講座の増設 ， 図書館の蔵書の充実
の 項目が最頻値 （やや思う）であった。 図書館の休日
開館 と 図書館の開館時間延長 が最頻値 （大変思う）
であり， 研究支援 など 項目が最頻値 （あまり思わな
い）であった。平均値は高い順に 看護の情報発信（ ），
図書館の休日開館（ ），図書館の開館時間延長（ ），
進路相談（ ），図書館の蔵書の充実（ ）であった。
平均値の低い項目は， 夜間 休日の事務窓口開設 （ ），
大学の施設開放（ ）， 大学活動の広報 大学院の
設置 共同研究 （ ）であった（表 ）。
現在，医療系分野で就業中の者は本学に対して， 看

護の情報発信 ， 研究支援 ， 図書館の休日開館 ， リ
カレント教育 などを要望する割合が高かった。特に，
県内の医療系分野で就業している場合には，期待度が高
い傾向がみられた（表 ）。

表 今後の資格取得予定 人数（％）

取得予定 学科・年齢別
第一看護 第二看護 歳 歳 歳 歳

予定あり （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

保健師

助産師

養護教諭

専門看護師

認定看護師

認定看護管理者

糖尿病療養指導士

ケアマネジャー

精神保健福祉士

その他

表 今後の進学予定 人数（％）

進 学 の 予 定 あ り

計（％） 大 学 修士課程 博士課程 専攻科等

合 計 （ ） （ ）

学科 第一看護学科 （ ） （ ）

第二看護学科 （ ） （ ）

年齢 （ ） （ ）

（歳） （ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）



その他，自由意見をみてみると，恩師とゆっくり話し
たいやメールなどを活用して先生方との交流を深めたい
など，教員との交流を希望している意見があった。また，
臨床現場と短大で学んできたこととのギャップに悩んだ
ので，ギャップが減少するように指導してほしい，臨床

に役立つような技術の習得や現場に対応できる医療ス
タッフとなれるように教育してほしいなど，看護教育に
関するものがあった。

考 察

．卒業後のキャリア形成

）卒業後の進学・資格取得状況
卒業生の進学率は ％で，山形県立保健医療短期
大学の調査結果 ） ％と同様であり，赤十字秋田短
期大学の調査結果 ） ％よりは高率であった。学科
別では，第一看護学科は ％と第二看護学科の

％と比べ約 倍の進学率であったが，第一看護
学科と第二看護学科には教育課程の違いがあり，第二
看護学科は准看護師から看護師を目指し入学し，卒業
後は看護師として働きたいという明確な目標を持って
いる者が多いからではないかと考えられる。
卒業後に学位を取得した者は，学士号 名，修士号
名であり，大庭ら ）の調査でも，短大卒業生の進学

希望者の割合が高いという結果と同様にキャリアアッ
プ志向が高いことがうかがえる。短期大学卒業生の進
学の受け入れ先である看護系大学は増加し，それに伴
い大学院も増加していることや働きながら学習できる
制度もあることから，今後ますますキャリアアップを
図る卒業生が増加するのではないかと考えられる。
また，専攻科・専門学校に進学して保健師の資格を
取得した者が ％，助産師の資格を取得した者が

％と多く，進学者の ％を占めていた。これは，
専攻科が愛媛県立医療技術短期大学に併設されていた

表 本学への期待

大変思う やや思う あまり思わない 全く思わない 合 計 平均（ ）

支援窓口の開設 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

進路相談 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

研究支援 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

実践活動の支援 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

リカレント教育 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

学習会の開催 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

共同研究 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

大学院の開設 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

看護の情報発信 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

行事・活動の広報 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

図書の増冊 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

図書館の休日開館 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

図書館の開館時間の延長 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

大学施設の開放 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

公開講座の増設 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

夜間・休日の事務窓口 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

表 本学への期待（就業別）

本学に期待する内容

現在、医療系で就労中
（ ）

現在、
就労なし
（ ）小 計

現在の勤務場所

県内
（ ）

県外
（ ）

支援窓口の設置

看護の情報発信

実践活動の支援

リカレント教育

合同学習会

研究支援

共同研究

進路相談

大学院の設置

図書館の蔵書の充実

図書館の休日開館

図書館の開館時間延長

公開講座の増設

大学活動の広報

大学の施設開放

夜間・休日の事務窓口



ため，保健師・助産師の資格が取得できたことから，
進学への意識が高かったのではないかと考えられる。
卒業後に新たな資格を取得した者は ％で，神戸
市看護大学短期大学部の調査結果 ） ％とほぼ同様
であった。複数の資格を取得した者が ％おり，最
大 つの資格を取得した者もおり，自分の職業に対す
る専門性を高めようと積極的に努力している卒業生の
姿がうかがえる。また，ケアマネージャー・認定看護
師・糖尿病療養指導士など働きながら取得した卒業生
が多く，専門領域でのキャリア形成志向が強いことが
推測される。
また，日本看護協会が 年に発足させた認定看護
師の資格を持つものが 名おり，特定の分野において
専門的な知識と熟練した看護技術を実践する看護師と
してキャリアアップしている。認定看護分野が増加し
ていることから，今後も認定看護師の資格をもつ卒業
生が増えることが推測される。
臨床で，看護研究を体験した者は約 ％と低く，新
見公立短期大学の実態調査 ） ％とほぼ同様の結果
であった。卒後 年経っても 度も研究発表をしたこ
とがない者もおり，個人差が大きいことが明らかと
なった。また，約 ％が看護師として研究発表を行っ
ており，臨床経験が長くなるにつれて研究発表を行う
機会が増えていることも明らかとなった。研究に取り
組んでいる時の相談者は，院内のスタッフであること
が多いのが現状であり，平松ら ）によると，院内に研
究専門のアドバイザーがいないという実態を明らかに
しており，臨床では研究のサポート体制が整っていな
いという現状がある。また， 研究支援 に対する本
学へのニーズもあり，卒業生の研究活動を支援・相談
できるような体制を作っていくことが重要であると考
える。

）今後の進学・資格取得希望
今後何らかの資格等の取得や進学を希望している者

は ％おり，取得を希望する資格としては，保健師，
助産師，精神保健福祉士，糖尿病療養指導士，認定看
護師などで，自分の専門分野でのキャリアアップをし
ようとしている姿勢がうかがえ，健康を取り巻く社会
の変化に対応できるものである。このように学ぶ意欲
の高い卒業生に対して，本学においてもリカレント教
育の場として卒業生に対する受け入れを今後検討して
いく必要があると考える。
また，今後進学を希望している者は ％で，その
内訳は大学 ％，修士課程 ％，専攻科 ％，
博士課程 ％で，看護職として高度な専門的能力を
高めようとする姿勢が推測できる。

．本学に対する期待

本学に対するニーズで高かったものは， 看護の情報
発信 ，進路相談 ，学習会の開催 ，リカレント教育
といった卒業後も継続して幅広い知識を身につけること
を望んでいる。また，卒業生の進学状況からも自己成長
に対する高い意識がうかがえる。今川ら ）が卒業生は母
校を学びのより所としていると述べているように，キャ
リアアップ志向の高い卒業生も本学に対して学びの拠点
としての役割を求めていることが明らかとなった。専門
職として卒業後も継続して学べる機会があるということ
は看護の質向上につながるので，学びたいときに学べる
場として本学を整えておくことが大切であると考える。
卒後教育に関しては，勤務施設や，看護協会などの職能
団体，都道府県・国レベルで実施されているが，その数
は少なく，学びたいときに，学びたい内容が整っている
とは限らない。卒業後に本学がどのように利用可能であ
るか，本学で実施される公開講座・相談窓口事業など
ホームページなどを利用してアピールしているが，もっ
と積極的に取り組んでいく必要があると考える。 実践
活動の支援 ， 研究支援 など，日々の実践活動に対す
る期待も大きく，日々の実践活動で困っていることをい
つでも，気軽に相談できる体制を整えていくことも重要
な課題であると考える。
また，就職時に技術や知識が十分に修得できていない
ことに困っており，臨床ですぐに役に立つ技術や医学知
識の充実など実践に役立つ教育内容を期待していること
も明らかとなった。人々の健康と福祉の増進に寄与する
ことができる実践者育成をめざす本学での実践能力を高
めるための，講義・演習・実習のあり方を検討すること
も必要ではないかと考える。
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要 旨

愛媛県立医療技術短期大学の卒業生を対象に，卒業後
のキャリア開発状況と本学に対する期待について調査を
行った。 名（第一看護学科 名，第二看護学科 名）
のうち 名（ ％）が卒業後に進学しており， 名
（ ％）が何らかの資格を取得していた。今後， 名
（ ％）が資格取得を予定しており， 名（ ％）が進
学を希望して，キャリアアップを目指して積極的に取り
組んでいる卒業生の姿勢が明らかとなった。本学に対し
ては， 看護の情報発信 ， リカレント教育 ， 学習会
の開催 など自分自身をさらにキャリアアップするため
の学びの場としての役割を期待していた。
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く感謝いたします。なお，本研究は愛媛県立医療技術大
学平成 年度教育研究助成費により行った。




